
川崎市中原区・高津区・宮前区の地名

～変わる町名とそのあゆみ～

2019年2月16日（土） 川崎市立中原図書館 多目的室

2019年2月17日（日） 大山街道ふるさと館 イベントホール

主催 川崎市

報告 日本地名研究所



１、中原区小杉地区の再開発から

•昭和17年の地図をみて



•昭和47年の地図をみて





２、高津区溝の口周辺の開発に伴う町の変化



３、高津町の中心移動

高津町役場・高津支所 高津支所・高津区役所 高津区役所

(大山街道ふるさと館) (てくのかわさき)



４、向ヶ丘・宮崎地名の歴史的経過

明治22年に生まれた村名
向丘(ムカオカ)

宮前(ミヤサキ)

•農地改革(農地開放)
向ヶ丘(ムカイガオカ)

宮崎(ミヤザキ)



５、東部62部隊と陸軍溝ノ口演習場

（1）東部62部隊
馬絹と梶ヶ谷

昭和15年から用地買収

昭和17年 補充部隊

現在の宮崎中学校、虎ノ門病院

分院、青少年の家、西梶ヶ谷小



（2）陸軍溝ノ口演習場

川崎市域（向ヶ丘・宮崎)
上作延・平・菅生

馬絹・鷺沼

横浜市域(元石川)
山内




